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事業方針説明会のポイント

2

事業方針説明会のポイント

カ エレクトロニクス市場が大きく変化しようとしてる中でカーエレクトロニクス市場が大きく変化しようとしてる中で、

当社はＯＥＭと市販のシナジー効果を最大限に発揮し、車室空間に

おける 『総合インフォテインメント』のリーディングカンパニーを目指すおける 『総合インフォテインメント』のリーディングカンパニーを目指す

 事業ポ トフ リオを見直し カ エレクトロニクスに経営資源を集中 事業ポートフォリオを見直し、カーエレクトロニクスに経営資源を集中

 ホームエレクトロニクスおよびその他事業は選択と集中を加速

事 事 ブ ホームＡＶおよびＤＪ機器事業は外部パートナーとともに事業とブランド
価値の拡大を目指す

 「グル プ全体の再編によるスリム化」と「財務基盤の再構築」により 「グループ全体の再編によるスリム化」と「財務基盤の再構築」により、
成長戦略を下支えする盤石な経営基盤を確立
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事業方針説明会

I. 事業環境と経営目標
1. 環境変化の潮流

2. 当社が目指す姿

3. 事業ポートフォリオの再編

II. 成長戦略
1. 戦略骨子

成 戦略2. 成長戦略

III. 財務方針
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Ⅰ １ 環境変化 潮流 カ レクト クス事業
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Ⅰ－１. 環境変化の潮流 ～カーエレクトロニクス事業～

当社の強み・取り組み市場環境の動向・潮流

自動車

新興国での自動車販売の伸長

自動車のＩＴ化・自動運転・ＡＤＡＳの推進

当社の強み 取り組み

信頼・
ブランド

ＯＥＭ顧客からの高い信頼

グローバルで高いシェア・ブランド

市場環境の動向 潮流

自動車
産業 自動車のコネクテッド化（通信・クラウド化）

自動車のＩＴ化 自動運転 ＡＤＡＳの推進

技術力・

世界初・先進デバイスの開発力

高精度な地図コンテンツ

高品位な音・映像
モジュール化・メガサプライヤー化が拡大

ＯＥＭ比率の拡大

ＡＶ機器とナビゲーション機器の融合

Google社やApple社 の自動車市場

技術力・
提案力

カーエレ
業界

ユーザーインターフェースおよび
エンタテインメントの知見

コネクテッド対応製品の先行導入

情報サ ビス事業への取組み
* * 

Google社やApple社 の自動車市場
本格参入

ＯＳのオープンプラットフォーム化技術・
コスト

競争力・

スケールメリットによるコスト競争力

ＯＥＭ・市販両輪の事業体制

情報サービス事業への取組み

顧客価値 機能価値から体験価値へ 事業体制 ＮＴＴドコモ・三菱電機との協業

市場環境は大きな変革期の局面に 変革への対応力が社内に存在

パイオニアがカーエレクトロニクス業界で勝ち抜く最大の好機を迎えている

* Appleは米国および他の国々で登録された Apple Inc.の商標です。* GoogleはGoogle Inc. の登録商標です。
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Ⅰ ２ 当社が目指す姿
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創

Ⅰ－２. 当社が目指す姿

車室空間における快適、感動、安全・安心を創出する

『総合インフォテインメント』の

リーディングカンパニーを目指す

世 初 先端 価値

ＯＥＭ 市販
ブランド

価値提供
自動車メーカー・

メガサプライヤーにとって、
なくてはならない

世界初・最先端の価値の
提案、普及を推進し、

コネクテッドカーライフ市場

価値提供

シナジー
なくてはならない

『キーサプライヤー』

コネクテッドカ ライフ市場
における

『新価値提案の先駆者』
コスト

品質信頼

シナジ

『新価値提案の先駆者』品質信頼
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Ⅰ ３ 事業ポ トフ リオの再編
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Ⅰ－３. 事業ポートフォリオの再編

『目指す姿』の実現に向けて、
経営資源 カ レクト クス事業 集中を 気に加速経営資源のカーエレクトロニクス事業への集中を一気に加速

主戦場を成長市場に絞り込み、カーエレクトロニクス事業を主軸とした事業体制を構築

ホームＡＶとＤＪ機器は、最適な外部パートナーとともにブランドの継続・成長を目指す機 、最 外部 継続 成長 指

今後の方向性

事業ポートフォリオ
現状
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Ⅱ １ 戦略骨子
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Ⅱ－１. 戦略骨子

『総合インフォテインメント』のリーディングカンパニー将来の目指す姿 『総合インフォテインメント』のリーディングカンパニー将来の目指す姿

重点取り組み

コネクテッドカーライフ市場の展開コネクテッド化

重点取り組み

*

既存アカウントの拡大および
新規アカウント獲得による売上拡大

ＯＥＭ事業拡大

* 車がクラウドに繋がること

新規アカウント獲得による売上拡大

新興国での挑戦 スモールカー／オーディオレスカーへの挑戦

ＯＥＭ事業拡大

新興国での挑戦

経営基盤強化

スモ ルカ ／オ ディオレスカ への挑戦

成長戦略を下支えする盤石な経営基盤の確立経営基盤強化 成長戦略を下支えする盤石な経営基盤の確立
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Ⅱ ２ 成長戦略
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

“情報サービス”、“周辺機器”、“車載機器”の３つを組み合わせ、
当社が保有する技術・資産を活かして、コネクテッドカーライフ市場を展開する

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

情報サービス
地図データ

ドコモ ドライブネットインフォ
*

ヘッドアップディスプレイ（ＨＵＤ）

／光源モジュール

ＡＲ技術

車載機器 周辺機器

有機ＥＬ照明
コネクテッド対応カーＡＶ機器

車載機器 周辺機器

* 「ドコモ ドライブネットインフォ」は、株式会社ＮＴＴドコモの登録商標です。
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

アライアンスやＭ＆Ａも視野に、キー要素のさらなる強化を図る

強み 強化ポイント

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

情報サ ビス

強み 強化ポイント

• 自社で地図データを保有

• ビッグデータ収集のクラウド基盤保有
• 自動運転に向けた詳細地図データ

／新興国地図データ
情報サービス

ビッグデ タ収集のクラウド基盤保有

（モバイルテレマティクスセンター）

•ＮＴＴドコモとの協業による取り組み

／新興国地図デ タ

• データ解析技術（価値化）
・・・アライアンスも視野に取り組み

＋

周辺機器
• ユーザーインターフェースの知見

• ＨＵＤや光源モジュールの開発・生産

• 有機ＥＬ照明の開発・生産

• センシングデバイス＆ユーザーインター
フェース関連機器・デバイス等について
はアライアンスやＭ＆Ａを活用

＋
• 有機ＥＬ照明の開発・生産 はアライアンスやＭ＆Ａを活用

• カーＡＶ機器のリーディングメーカー • ＡＶ機器とナビゲーション機器の融合

車載機器 • ＡＲ等、先進の提案力・技術力

• スピーカーに関する技術・生産力

• オープンプラットフォーム化への先行対応
• スマートフォン＆クラウド連携

＋
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取組み

コネクテッドカーライフが提供する価値

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

『全く新しいクルマ体験を創る』

「安全・安心」
運転の不安が軽減され、運転にゆとりが生まれる

「快適な操作性「快適な操作性」
ナビゲーションやエンタテインメントの操作負荷が

大幅に軽減される/感じなくなる

「楽しさ」
エンタテインメントがより楽しくなる
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Ⅱ ２ 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化をＡＶ機器やソリューション提案に展開し、新たな事業領域での成長を図る

コネクテッドカーライフ市場の展開

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

ネクテッド化を 機器やソリ シ 提案 展開し、新たな事業領域での成長を図る

市販 業務用

コネクテッド価値の市販市場への先行提案 当社が保有する技術・資産によるソリューション

＜業務車両向けの事例＞

【市場】 業務用の市場の約８割が未開拓チャネル：潜在市場

コネクテッド価値の市販市場への先行提案

コネクテッド機器の超低価格帯への拡大

協業による新たな市場開拓

務

当社が保有する技術・資産によるソリューション
提案で潜在市場を開拓

国内業務車両保有台数 国内向けソリューション提案のイメージ

【強み】 高性能カーナビゲーション端末、高精細地図データ、
モバイルテレマティクスセンターという技術・資産を保有

ＯＥＭ・業務用への波及効果を図る

コネクテッド搭載機器のラインアップ展開拡大

リース
ﾚﾝﾀｶｰ
ｶｰｼｪｱ

全保有台数：1,700万台

その他

営業 業務用ナビ 運行管理センター

従来

新規
配送

潜在市場：約８割

業務用ナビ
（当社ナビ）

運行管理センタ
側システム

（当社テレマティクスセンター・
当社地図データによるサービス）

FY20に向け、大半の商品をコネクテッド対応機器に

＋
新規

今後拡大
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

コネクテッドカーライフの提案力・コスト競争力の強化により顧客を拡大、

既存アカウントの拡大および新規アカウント獲得による売上拡大

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

車の価値を最大化するキーサプライヤーのポジションを確立する

強み・強化するポイント 具体的な取り組み

既存アカウントの取引拡大

グローバルアカウントの新規獲得

ＯＥＭカースピーカービジネスの取り組み本格化
自動運転に必要な詳細地図データ

他社に先駆けた魅力的なコネクテッド
カーライフ提案とキーモジュールの提供

1 2倍

OEMカースピーカー市場
（当社予測）

ＯＥＭカ スピ カ ビジネスの取り組み本格化

コネクテッド技術・機能を
搭載する新車数予測

【目標】 FY20までに売上倍増(対FY14実績)
ＨＵＤなどのキーモジュール

情報サービス事業

コスト競争力の徹底強化

1.2倍

高価格帯

中価格帯

普及価格帯

（当社予測）

4倍

（当社予測）ＯＥＭ事業売上推移（イメージ）

超高価格帯

高価格帯

FY14 FY192014 2020

コネクテッド搭載車は爆発的に普及 カースピーカー市場は堅調に拡大
FY14 FY17 FY20

売上はFY17以降さらに拡大
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

確実に成長が見込まれる新興国スモールカーを攻略、グローバルシェアの獲得に挑戦

スモールカー／オーディオレスカーへの挑戦

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

攻略ターゲット 具体的な取り組み

新たな車格・ユーザー・価格帯への挑戦 高いシェア 強いブランド力を活かして

新興国のスモールカー

既存（オンザロード）のオーディオレスカー スモールカー、オーディオレスカーに適合した
カーＡＶ製品の開発・市場導入

新たな車格 ユ ザ 価格帯への挑戦 高いシェア、強いブランド力を活かして
Ｍ＆Ａも視野に新興国市場で拡大

新車販売台数予測

61% 新興国
3.0
億⼈

新興国における所得別人口

従来の
ターゲット

製 開発 市場導入

販売チャネル・現地ディーラーの新規開拓

⾼所得層
($35,000以上)

新車販売地域別比率予測

FY15 FY20

新興国における挑戦領域のロードマップ

44%

56%

61%

39%

新興国

先進国

億⼈
6.4億⼈

15.1億⼈

新たな
挑戦領域

上位中間層
($15,000以上)

下位中間層
($5,000以上)

FY15 FY20

インドネシア・タイ等のアセアン地域

ＢＲＩＣｓ

44% 39%

13年 19年予測

先進国

出典：FOURIN世界⾃動⾞統計年刊2013

2020年

15.9億⼈

出所：経済産業省 新中間層獲得戦略研究会 平成24年7⽉報告書

低所得層
($5,000以下)

中近東
／アフリカ

域
／メキシコ等の中南米
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

カーナビゲーションの収益改善、カーＯＥＭ事業の利益率向上の実現に加え、

① 成長戦略を下支えする盤石な経営基盤の確立 ～短期的収益力強化～

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

従来の
取り組み

生産拠点の再編による生産コスト低減
低賃率、低調達コストの拠点への集中

ＦＹ17効果

グループ全体のスリム化を確実に実行し、経営基盤の強化を図る

取り組み

効果は
FY15から

低賃率、低調達コストの拠点への集中

製品構造の標準化・共通化による開発・生産コスト低減
開発から生産までの工数低減・リードタイム短縮

６５※

億円
カ
ー
エ
レ
ク

新たな

カーＡＶとカーナビゲーションの機種統合による開発効率
向上と開発コストの大幅削減
ＯＳのオープンプラットフォーム化の潮流に対応

ク
ト
ロ
ニ
ク
ス

ＦＹ１７効果

１８５※

億円

取り組み

効果は
FY16から

生産間接業務の現地化・ＩＴ化
海外生産シフトを更に加速

ス
１２０※

億円

グループ全体のスリム化
全
社

※FY15計画との比較
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Ⅱ－２. 成長戦略

コネクテッド化 ＯＥＭ事業拡大 新興国での挑戦 経営基盤強化重点取り組み

事業ポートフォリオ再編に合わせ、グループ全体の経営体制スリム化を事業ポートフォリオ再編に合わせ、グループ全体の経営体制スリム化を推進推進事業ポートフォリオ再編に合わせ、グループ全体の経営体制スリム化を事業ポートフォリオ再編に合わせ、グループ全体の経営体制スリム化を推進推進

② 成長戦略を下支えする盤石な経営基盤の確立 ～グループ全体の再編によるスリム化～

化 事業拡大 新興国 挑戦 経営 強化

国内
組織
体制

事業軸から機能軸中心の組織体制に改編

本社 研究開発と事業部門の重複を解消して 部門 機能を統合

事業ポ トフォリオ再編に合わせ、グル プ全体の経営体制スリム化を事業ポ トフォリオ再編に合わせ、グル プ全体の経営体制スリム化を推進推進事業ポ トフォリオ再編に合わせ、グル プ全体の経営体制スリム化を事業ポ トフォリオ再編に合わせ、グル プ全体の経営体制スリム化を推進推進

体制の
再構築

国内
本社

生産

体制 本社・研究開発と事業部門の重複を解消して、部門・機能を統合

事業ポートフォリオ再編に伴う生産レイアウトの最適化・再構築

拠点 スリム化に伴い、国内拠点（川崎・川越）を再編

生産

販売

機能 国内・海外の役割・機能の再編を行い、ローカライズを推進

事業ポ トフォリオ再編に伴う生産レイアウトの最適化 再構築

カーエレに最適な販売体制を再構築、新興国攻略のためのリソース強化

体制の
スリム化

国内 800人(12%)、海外 700人(5%)、計1,500人(7%)のスリム化を実施
グループ連結人員

ポートフォリオ再編と人員体制のスリム化によって連結人員は10%※減少

*

役員数 体制スリム化に伴い、役員数を削減

※人員は、2014年3月末との比較

*スリム化の人数は、事業の統合、譲渡のスキーム等により変動する可能性があります。
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事業方針説明会
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事業方針説明会

I. 事業環境と経営目標
1. 環境変化の潮流

2. 当社が目指す姿

3. 事業ポートフォリオの再編

II. 成長戦略
1. 戦略骨子

成 戦略2. 成長戦略

III. 財務方針
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Ⅲ 財務方針
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Ⅲ. 財務方針

将来を見据えた投資を可能とする、財務基盤の再構築を図る将来を見据えた投資を可能とする、財務基盤の再構築を図る

事業ポートフォリオ見直しにともなう

① 事 資産
カーエレクトロニクスに

ホームＡＶ事業/
ＤＪ機器事業の一部譲渡

① 事業・資産のキャッシュ化 経営資源を集中
ＤＪ機器事業の 部譲渡

遊休資産の売却推進

自己資本比率改善・有利子負債圧縮による

② 財務体質の健全化
バランスシートの大幅改善

構造改革による継続的な
利益体質の構築

有利子負債一部返済

次世代カーコックピット提案

有利子負債 部返済

成長戦略実行に伴う生産・

成長戦略を下支えする

③ 適切な投資環境の整備

次世代カ コックピット提案
のための先行技術投資

成長戦略実行に伴う生産
開発およびマーケティング機
能の強化

- 新興国スモールカーへの挑戦 - テレマティクスを活用したソリュー新興国スモ ルカ への挑戦
- ＯＥＭカースピーカー売上倍増
- 必要に応じてM&Aも視野に

- テレマティクスを活用したソリュー
ションビジネスの拡大

- 地図データの整備・拡充
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